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●40,000冊の著作
●15,000件の電子資料
●4,700件のIOC公式文書
●1,250メートルの歴史資料所蔵庫
●450タイトルの雑誌
●数十万点の映像資料

■オリンピック博物館収蔵資料群

オリンピックワールドライブラリー
オリンピックスタディーセンター（OSC）

アーカイブ機能＋オリンピック研究・教育の支援 / 促進

■秩父宮記念スポーツ博物館・図書館
・博物館所蔵資料数：60,000件
・図書館蔵書 ：160,000冊



オリンピックスタディーセンターとは？

Tatsuki Machida

【開館】
月曜日～金曜日
・9:00-12:00
・13:00-17:00
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OSCにおける資料の利活用について
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■オリンピックスタディーセンターの基本情報
●４～５人のIOC職員とアーキビストによって管理運営されている
●利用は申請性だが、基本的に申請さえすれば誰もが利用可能
●OSC自体も研究・教育活動を展開している
●私が研究調査で訪問した2023年11月はウィンターシーズンであった
のにもかかわらず、欧州・北米から数名の研究者が訪問していた

■資料の保管と提供について
●主な文献（書籍）を開架にしている
●電子資料の一部はオリンピック・ワールドライブラリーを通じて閲覧

資料のデジタル化を推進（例：五輪総会資料）
●公式文書を徹底的に保管している（ただし、一部の保管状態には難あり）
●文献の探索についてはアーキビストの支援あり



第１回1894年IOC総会資料（デジタル資料）

1894年～最新資料がOSCのドライブに保管されており、研究者は一括取得可能



IOCと各国オリンピック委員会もしくは競技連盟間の公式文書（現物）
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OSCにおける資料の利活用について
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電子資料はOSCのネットワークからOWLを通じて閲覧・取得
※OPAC的役割も果たす
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■図書館でアーカイブする資料
●「ここにしかない / ここに行かないと見られない」資料のアーカイブ
・エフェメラ
・公式文書（瑣末なものも含む）
・競技会のパンフレット/プログラム
・スポーツ及び身体文化系の展覧会カタログ
・写真 / 映像

●出版会 / 学術界 / 競技団体への文献の寄贈呼びかけ

日体大図書館等との
差別化の意味もある

包括的 / 網羅的収集の実現 デジタル化
●研究者目線で言うと、資料は一箇所に集積されていた方が便利



新スポーツ図書館の在り方に関する提案
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■図書館の運用

●研究者支援の充実（もちろん、研究者以外の利用者に対しても）

●新博物館と図書館との間の資料定期便の運行

●展示に関係する資料・図書を新博物館に開架

●ワークショップや教育プログラムの展開

●スポーツ図書館OPAC自体の周知


